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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貴金属含有ナノ粒子および前記ナノ粒子の表面上に配置されたポリマーを含み、
　前記ポリマーがハロゲン化モノマーの重縮合生成物であり、
　前記ナノ粒子が銀を含み、
　前記モノマーがアルコキシベンジルハライドを含む、
組成物。
【請求項２】
　抗菌活性を示す、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリマーがポリ（アルコキシベンジル）を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリマーが前記ナノ粒子の表面上に直接配置されており、前記ナノ粒子が銀を含む
、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ハロゲン化モノマーの重縮合を引き起こし、貴金属含有ナノ粒子の表面上にポリマーを
形成することを含み、
　単一の容器中で実施され、
　前記ナノ粒子が銀を含み、
　前記モノマーがアルコキシベンジルハライドを含む、
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方法。
【請求項６】
　室温付近で実施される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記重縮合が、前記モノマーを重合させて水または分子を放出することにより、前記ポ
リマーの形成につながる化学的縮合反応を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ポリマーの形成が前記モノマーの重縮合の間に外部触媒の存在なしで実施される、
請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリマーが前記ナノ粒子の表面上に直接配置されており、前記ナノ粒子が銀を含む
、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　貴金属含有ナノ粒子を含み、前記ナノ粒子の表面上にポリマーが配置されている組成物
で、材料を処理することを含み、
　前記ポリマーがハロゲン化モノマーの重縮合生成物であり、
　前記ナノ粒子が銀を含み、
　前記モノマーがアルコキシベンジルハライドを含む、
方法。
【請求項１１】
　前記処理が抗菌処理である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記材料が、水、廃水、軍装備品、洗剤、医療用品、電気部品、電子部品、およびそれ
らの組合せから選択される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記処理が、フィルムまたはコーティングを前記材料上に適用することを含み、前記フ
ィルムまたはコーティングが前記組成物を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記処理が、前記材料の中またはその上のある量の細菌および／または真菌を低減する
ことを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記抗菌処理により少なくとも１カ月間持続する抗菌活性が生じる、請求項１１に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、いずれも参照によりその全体を本明細書に組み込む、２００９年８月２６日
出願のインド特許出願第２０５２／ＣＨＥ／２００９号の優先権を主張する２００９年１
２月１６日出願の米国特許出願第１２／６３９，４０３号の利益を主張するものである。
【背景技術】
【０００２】
　銀（Ａｇ）ナノ粒子は、保健医療、国防および日常生活などの幅広い分野で利用されて
いる。これらの用途のためには、溶媒におけるＡｇナノ粒子の安定性および完全な分散性
が不可欠であり、このことが、それらの広範な用途を制限する最も困難な問題の１つであ
る。該ナノ粒子を保護しそれらの溶解度を増大する１つの方法は、ポリマー安定化による
ものである。ポリマー安定化により、工業用途のための該ナノ粒子の安定性および加工性
が大幅に強化される。しかし、有機可溶性の銀ナノ粒子－ポリマー複合材料（Ａｇ－ＰＮ
Ｃｓ）の合成方法は少なく、それらの方法は全て多段階合成手順または高価な化学物質を
伴う。
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【発明の概要】
【０００３】
　本明細書の実施形態は、貴金属含有ナノ粒子および該ナノ粒子の表面上に配置されたポ
リマーを含み、該ポリマーはハロゲン化モノマーの重縮合生成物である組成物に関する。
好ましくは、該組成物は抗菌活性を示す。好ましくは、該組成物は有機溶媒に溶解する。
好ましくは、該組成物は該ナノ粒子の物理的および化学的特性に影響を及ぼすことなく複
数回乾燥および溶解されるように構成されている。好ましくは、該ナノ粒子は銀を含み、
該モノマーはアルコキシベンジルハライドを含む。好ましくは、該ポリマーはポリ（アル
コキシベンジル）を含む。好ましくは、該ポリマーは該ナノ粒子の表面上に直接配置され
ており、該ナノ粒子は銀を含む。
【０００４】
　別の実施形態は、ハロゲン化モノマーの重縮合を引き起こし、貴金属含有ナノ粒子の表
面上にポリマーを形成することを含み、単一の容器中で実施される方法に関する。好まし
くは、該方法は室温付近で実施される。好ましくは、該重縮合は、該モノマーを重合させ
て水または分子を放出することによりポリマーの形成につながる化学的縮合反応を含む。
好ましくは、該ナノ粒子は銀を含み、該モノマーはアルコキシベンジルハライドを含む。
好ましくは、該ポリマーの形成は該モノマーの重縮合の間に外部触媒の存在なしで実施さ
れる。好ましくは、該ポリマーは該ナノ粒子の表面上に直接配置されており、該ナノ粒子
は銀を含む。
【０００５】
　別の実施形態は、貴金属含有ナノ粒子を含み、該ナノ粒子の表面上にポリマーが配置さ
れている組成物で材料を処理することを含み、該ポリマーはハロゲン化モノマーの重縮合
生成物である方法に関する。好ましくは、該処理は抗菌処理である。好ましくは、該材料
は水、廃水、軍装備品、民間人保護用品、ソフトドリンク、洗剤、医療用品、電気部品、
電子部品、およびそれらの組合せから選択される。好ましくは、該処理はフィルムまたは
コーティングを該材料に適用することを含み、フィルムまたはコーティングは該組成物を
含む。好ましくは、該処理は、該材料の中またはその上のある量の細菌および／または真
菌を低減することを含む。好ましくは、抗菌処理により少なくとも１カ月間持続する抗菌
活性が生じる。好ましくは、該ナノ粒子は銀を含み、該モノマーはアルコキシベンジルハ
ライドを含む。
【０００６】
　前述の概要は単に例示的なものであり、決して限定することを意図したものではない。
図面および以下の詳細な説明を参照することにより、上記の例示的な態様、実施形態、お
よび特色の他に、さらなる態様、実施形態、および特色が明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】トルエン中の銀ナノ粒子－ポリマー複合材料（Ａｇ－ＰＮＣ）の写真を示す図で
ある。
【図２】３枚の濾紙ディスクの上に載せたＡｇ－ＰＮＣの大腸菌に対する抗菌活性を示す
図である。
【図３】Ａｇ－ＰＮＣ複合材料の透過型電子顕微鏡写真を示す図である。
【図４】モノマー（トレースａ）およびＡｇ－ＰＮＣｓ（トレースｂ）のＩＲスペクトル
を示す図である。
【図５】モノマー（トレースａ）およびＡｇ－ＰＮＣｓ（トレースｂ）のラマンスペクト
ルを示す図である。
【図６】各ポリマーを４－メトキシベンジルクロリドモノマー（トレースａ）および２－
メトキシベンジルクロリドモノマー（トレースｂ）から作製したＡｇ－ＰＮＣｓのＸ線回
折図を示す図である。
【図７】２－メトキシベンジルクロリドのＮＭＲスペクトルと、２－メトキシベンジルク
ロリドモノマーから形成したＡｇ－ＰＮＣのＮＭＲスペクトルとを示す図である。



(4) JP 5492301 B2 2014.5.14

10

20

30

【発明を実施するための形態】
【０００８】
　各実施形態は、貴金属含有ナノ粒子－ポリマー複合材料に関する。
【０００９】
　貴金属とは、（ＩＵＰＡＣスタイルの）周期表の遷移金属系列の第９、１０および１１
族の金属を指す。貴金属含有ナノ粒子の貴金属は、ロジウム、イリジウム、パラジウム、
銀、オスミウム、イリジウム、パラジウム、白金、金またはそれらの組合せを含むがそれ
らに限定されない。
【００１０】
　ナノ粒子とは、１～１００ナノメートルの間のサイズの少なくとも１つの寸法を有する
粒子を指す。
【００１１】
　モノマーとは、他のモノマーに化学的に結合してポリマーを形成することができる小さ
い分子である。一般に、本発明の状況において、モノマーとは炭素およびハロゲンを含有
する有機モノマーである。
【００１２】
　ポリマーとは、一般に共有化学結合により連結した反復構造単位からなる大きい分子で
ある。反復構造単位とは、重合反応を受けてポリマーを形成した１つまたは複数のモノマ
ーのモノマー残基である。
【００１３】
　重縮合または縮合重合とは、二官能性または多官能性モノマーが反応してダイマー、ト
リマー、より長いオリゴマー、最終的には長鎖ポリマーを形成する重合を指す。
【００１４】
　抗菌剤とは、細菌、真菌、または原虫などの微生物を死滅するかその増殖を抑制し、な
らびにウイルスを破壊する物質である。
【００１５】
　「抗菌活性」とは、抗菌物質の抗菌作用を指す。
【００１６】
　「静的抗菌活性」という用語は、抗菌作用が数カ月間持続することを意味する。
【００１７】
　ハロゲン化モノマーとは、周期表の非金属元素系列の第１７族ＩＵＰＡＣスタイル（以
前のＶＩＩ、ＶＩＩＡ）のメンバーであり、フッ素、（Ｆ）；塩素、（Ｃｌ）；臭素、（
Ｂｒ）；ヨウ素、（Ｉ）；およびアスタチン、（Ａｔ）を含む少なくとも１つのハロゲン
を含有するモノマーである。
【００１８】
　一実施形態は、優れた抗菌活性を有する銀ナノ粒子－ポリマー複合材料（Ａｇ－ＰＮＣ
ｓ）に関する。一実施形態において、Ａｇ－ＰＮＣｓの構造は、
【００１９】



(5) JP 5492301 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

【化１】

である。
【００２０】
　上記の説明において、「＠」は、＠の右側のポリマーが「Ａｇ」というラベルを付けた
ナノ粒子を覆っていることを意味している。
【００２１】
　本明細書の実施形態は、室温で有機可溶性Ａｇ－ＰＮＣｓを合成するための単純、低価
格で環境に優しいワンポット法を提供し、該方法では、ナノ粒子触媒による重縮合によっ
てナノ粒子の表面上にポリマーが形成される。「ワンポット」という用語は単一の反応器
を意味している。たとえば、一実施形態において、丸底（ＲＢ）フラスコ中で所望の量の
合成Ａｇナノ粒子（クエン酸Ａｇ）をアルコールと混合する。次いで、所望の量のアルコ
キシベンジルハライドを混合物に添加し、撹拌を続ける。アルコキシベンジルハライドの
重縮合が銀ナノ粒子の表面上で生じ、それが反応媒体から沈殿する。得られた茶色がかっ
た沈殿物がＡｇ－ＰＮＣであり、有機溶媒に自由に溶解することができる。
【００２２】
　モノマーは重縮合によりナノ粒子の表面上で重合する。重縮合ポリマーに使用すること
ができるモノマーは、アルコキシベンジルハライド（２－メトキシベンジルクロリド、３
－メトキシベンジルクロリド、４－メトキシベンジルクロリド、ならびにそれらの臭化物
およびヨウ化物およびエトキシ誘導体）、アルキルベンジルハライド（４－メチルベンジ
ルクロリド、２－メチルベンジルクロリド、２，４－ジメチルベンジルクロリド、２，４
，６－トリメチルベンジルクロリド、および他のアルキル誘導体）、ヒドロキシベンジル
ハライド（２、３および４－ヒドロキシベンジルハライド）、およびハロヒドロキシベン
ジルハライドを含むがそれらに限定されない。
【００２３】
　Ａｇ－ＰＮＣｓは、室温で一般的な有機溶媒に自由に溶解することができ、その結果、
任意の一般的なポリマーまたはプラスチックまたは塗料に組み込むことができる。Ａｇ－
ＰＮＣ溶液は、容易に（ディップコーティングにより）薄膜、自立膜にするか、または基
材に塗装することができる。Ａｇ－ＰＮＣｓを基材に塗装して薄膜およびコーティングを
得ることができる。Ａｇ－ＰＮＣｓは、ナノ粒子を物理的または化学的に変化させること
なく何年間も安定である。Ａｇ－ＰＮＣｓは、ナノ粒子の物理的および化学的特性に影響
を及ぼすことなく何回も乾燥および再溶解することができる。トルエン（Ｃ６Ｈ５－ＣＨ
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３）中のＡｇ－ＰＮＣの写真を図１に示している。本明細書の実施形態のＡｇ－ＰＮＣｓ
は、また、ハロゲン化アルキル、アリールハライド、芳香族炭化水素、テトラヒドロフラ
ン（ＴＨＦ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、ベンゼン（Ｃ６Ｈ６）、ジメチルスル
ホキシド（式（ＣＨ３）２ＳＯを有するＤＭＳＯ）、クロロベンゼン（Ｃ６Ｈ５Ｃｌ）、
ジクロロメタン（ＣＨ２Ｃｌ２）およびトリクロロメタン（ＣＨＣｌ３）などの溶媒に可
溶である。
【００２４】
　Ａｇ－ＰＮＣｓは抗菌剤であり、その抗菌性は静的である。すなわち、本明細書の実施
形態のＡｇ－ＰＮＣｓは静的抗菌活性を示す（抗菌作用が何カ月間も持続する）。図２は
、３枚の濾紙ディスクの上に載せたＡｇ－ＰＮＣを有する組成物の一例の大腸菌に対する
抗菌活性を示している。抗菌活性の程度は、阻止帯（zone of inhibition）を測定するこ
とから求めることができる。実験の一例において、測定した阻止帯の幅は数カ月間持続し
、測定した阻止帯の幅の変化は１０％以下であった。この実験例から、Ａｇ－ＰＮＣｓが
静的抗菌活性を示すことが示された。一方、対照（Ａｇ－ＰＮＣなしのディスク）を使用
した実験の一例は、阻止帯がないことを示した。この対照例において、最初に測定した阻
止帯の幅は０であり、２週間後に測定した幅は再び０であった。
【００２５】
　一実施形態において、アルコールの存在下で（水性相中の）Ａｇナノ粒子をアルコキシ
ベンジルハライド（ＲＯ－ＢｚＸ）で処理するとＡｇナノ粒子の表面上でモノマーの重縮
合が生じ、結果としてＡｇ－ＰＮＣｓが生じ、それは有機溶媒（ベンゼン（Ｃ６Ｈ６）、
トルエン（Ｃ６Ｈ５－ＣＨ３）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、ジメチルスルホキシ
ド（ＤＭＳＯ）、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、クロロベンゼン、ジクロロメタン（Ｃ
Ｈ２Ｃｌ２）およびクロロホルム（ＣＨＣｌ３））に自由に溶解する。
【００２６】
　アルコキシベンジルハライドは、アルコキシベンジルハライド（２－メトキシベンジル
クロリド、３－メトキシベンジルクロリド、４－メトキシベンジルクロリド、ならびにそ
れらの臭化物およびヨウ化物およびエトキシ誘導体）、アルキルベンジルハライド（４－
メチルベンジルクロリド、２－メチルベンジルクロリド、２，４－ジメチルベンジルクロ
リド、２，４，６－トリメチルベンジルクロリド、および他のアルキル誘導体）、ヒドロ
キシベンジルハライド（２、３および４－ヒドロキシベンジルハライド）、およびハロヒ
ドロキシベンジルハライドを含むがそれらに限定されない。
【００２７】
　実施形態の一例において、Ａｇ－ＰＮＣｓ中のＡｇナノ粒子またはポリマーの量は、合
成の間に前駆体の量を変更することにより所望のレベルに変更することができる。Ａｇ－
ＰＮＣｓ中のＡｇナノ粒子とポリマーとの重量比は、０．００１から０．０００００１へ
、好ましくは０．０１から０．００００１へ、より好ましくは０．１から０．０１へ変更
することができる。
【００２８】
　Ａｇ－ＰＮＣｓは、水処理、精製、廃水処理産業、軍需産業、文民保護、ソフトドリン
ク産業、洗剤および衛生用品産業、医療用品、電気、および電子産業などの幅広い分野で
利用することができる。
【実施例】
【００２９】
　実施形態の一例において、反応化学を含めた重合反応は以下の通りとすることができる
。
【００３０】
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【化２】

【００３１】
　アルコキシベンジルハライドはＡｇナノ粒子に吸着し、結果として、カルボカチオンお
よびハライドアニオンが形成する。カルボカチオンは、図表に示した通り新たなメトキシ
ベンジルハライドと反応してダイマーを形成する。該反応の過程において形成されるダイ
マーおよびトリマーはさらに反応してナノ表面上に重縮合生成物を形成し、結果としてＡ
ｇ－ＰＮＣｓが生じる。この合成法により有害な副生物が生じることはなく、処理の大部
分において使用するものは水のみである。ナノ粒子自体が重縮合反応のための触媒として
機能することもできるため、報告／特許請求されている事例ではモノマーの重合に必要な
外部触媒が、本明細書に開示の合成では回避されていることに留意されたい。上で示して
いる重合反応の間、アルコキシベンジルハライドはナノ表面上で重縮合を受け、それによ
りＡｇ－ＰＮＣｓが生じる。形成されるポリマーはポリ（メトキシベンジル）である。
【００３２】
　複合材料中のＡｇナノ粒子およびポリマーの存在は分光法および鏡検法により確認した
。分光法および鏡検法により、結果としてＡｇ－ＰＮＣｓが生じるナノ表面上での重縮合
の証拠を得た。
【００３３】
　図３は、Ａｇ－ＰＮＣ複合材料の一例の透過型顕微鏡写真（ＴＥＭ）を示している。図
３はポリマーの層および埋め込まれたナノ粒子を示している。
【００３４】
　図４は、モノマー（トレースａ）およびＡｇ－ＰＮＣｓ（トレースｂ）のＩＲスペクト
ルを示している。図４のＡのモノマーは４－メトキシベンジルクロリドであり、図４のＢ
のモノマーは２－メトキシベンジルクロリドである。メトキシベンジルクロリドのＣ－Ｃ
ｌ特性（星印を付けたピーク）は重縮合反応が原因で消失した。各ポリマーのＩＲ特性は
、それらのナノ粒子の表面への近接性が原因で、メトキシベンジルクロリドのＩＲ特性か
らわずかなシフトを示した。
【００３５】
　図５は、モノマー（トレースａ）およびＡｇ－ＰＮＣｓ（トレースｂ）のラマンスペク
トルを示している。図５のＡのモノマーは４－メトキシベンジルクロリドであり、図５の
Ｂのモノマーは２－メトキシベンジルクロリドである。（矢印で示している）モノマーの
Ｃ－Ｃｌ特性は、重縮合が原因でポリマーにおいて消失した。星印を付けたピークは、ラ
マン測定のためにその上に試料を堆積させたガラス基材からのものである。ポリマーのラ
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マン特性は、表面増強ラマン効果（ＳＥＲＳ）が原因で強度が増強されている。
【００３６】
　図６は、ポリマーを４－メトキシベンジルクロリドモノマー（トレースａ）および２－
メトキシベンジルクロリドモノマー（トレースｂ）から作製したＡｇ－ＰＮＣｓのＸ線回
折図（ＸＲＤ）を示している。主要なピークをスペクトルで同定する。Ａｇ－ＰＮＣｓの
ＸＲＤは、ＡｇおよびＡｇＣｌの存在を示している。Ａｇナノ表面上での重縮合の結果と
してＡｇ－ＰＮＣｓと共にＡｇＣｌも形成されている。
【００３７】
　図７のＡは２－メトキシベンジルクロリドのＮＭＲスペクトルを示しており、図７のＢ
は２－メトキシベンジルクロリドモノマーから形成したＡｇ－ＰＮＣのＮＭＲスペクトル
を示している。－ＯＭｅ、－ＣＨ２および－Ｐｈに対応するピークはＡｇ－ＰＮＣｓでは
広がっており、それは重合反応では典型的なものである。
【００３８】
　詳細な説明において、本明細書の一部を形成する添付図面を参照している。各図面にお
いて、文脈から別途指示がない限り、同様の符号は一般に同様の構成要素を特定している
。詳細な説明、図面、および特許請求の範囲において記載している例示的実施形態は、限
定することを意図したものではない。本明細書に提示の主題の精神または範囲から逸脱す
ることなく他の実施形態を利用してもよく、他の変更を加えてもよい。本明細書において
一般的に記述し、各図で例示している本開示の態様は、その全てを本明細書において明示
的に企図している多種多様な異なる構成で配置し、置換し、組み合わせ、分離し、設計す
ることができることが容易に理解されよう。
【００３９】
　本開示は、さまざまな態様の例示として意図している本出願に記載の特定の実施形態に
限定するものではない。当業者には明らかなように、その精神および範囲から逸脱するこ
となく多くの修正および変更を加えることができる。本明細書に列挙したものの他に、本
開示の範囲内の機能的に等価な方法および装置が、前述の記述から当業者には明らかとな
ろう。そのような修正および変更は添付の特許請求の範囲の範囲内に入ることを意図した
ものである。本開示は、添付の特許請求の範囲の用語、ならびにそのような特許請求の範
囲が権利を与えられる等価物の全範囲によってのみ限定されるものである。本開示が特定
の方法、試剤、化合物組成物または生物系に限定されるものではなく、それらは、当然の
ことながら変更し得ることが理解されよう。本明細書において使用する専門用語は特定の
実施形態を説明するためだけのものであり、限定することを意図したものではないことも
理解されよう。
【００４０】
　本明細書における実質的に全ての複数形および／または単数形の用語の使用に対して、
当業者は、状況および／または用途に適切なように、複数形から単数形に、および／また
は単数形から複数形に変換することができる。さまざまな単数形／複数形の置き換えは、
理解しやすいように、本明細書で明確に説明することができる。
【００４１】
　通常、本明細書において、特に添付の特許請求の範囲（たとえば、添付の特許請求の範
囲の本体部）において使用される用語は、全体を通じて「オープンな（ｏｐｅｎ）」用語
として意図されていることが、当業者には理解されよう（たとえば、用語「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏ
ｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきであり、用語「有する（ｈａｖｉｎｇ）
」は、「少なくとも有する（ｈａｖｉｎｇ　ａｔ　ｌｅａｓｔ）」と解釈されるべきであ
り、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄ
ｅｓ　ｂｕｔ　ｉｓ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきである、など
）。導入される請求項で具体的な数の記載が意図される場合、そのような意図は、当該請
求項において明示的に記載されることになり、そのような記載がない場合、そのような意
図は存在しないことが、当業者にはさらに理解されよう。たとえば、理解の一助として、
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添付の特許請求の範囲は、導入句「少なくとも１つの（ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ）」お
よび「１つまたは複数の（ｏｎｅ　ｏｒ　ｍｏｒｅ）」を使用して請求項の記載を導くこ
とを含む場合がある。しかし、そのような句の使用は、同一の請求項が、導入句「１つま
たは複数の」または「少なくとも１つの」および「ａ」または「ａｎ」などの不定冠詞を
含む場合であっても、不定冠詞「ａ」または「ａｎ」による請求項の記載の導入が、その
ように導入される請求項の記載を含む任意の特定の請求項を、単に１つのそのような記載
を含む実施形態に限定する、ということを示唆していると解釈されるべきではない（たと
えば、「ａ」および／または「ａｎ」は、「少なくとも１つの」または「１つまたは複数
の」を意味すると解釈されるべきである）。同じことが、請求項の記載を導入するのに使
用される定冠詞の使用にも当てはまる。また、導入される請求項の記載で具体的な数が明
示的に記載されている場合でも、そのような記載は、少なくとも記載された数を意味する
と解釈されるべきであることが、当業者には理解されよう（たとえば、他の修飾語なしで
の「２つの記載（ｔｗｏ　ｒｅｃｉｔａｔｉｏｎｓ）」の単なる記載は、少なくとも２つ
の記載、または２つ以上の記載を意味する）。さらに、「Ａ、ＢおよびＣ、などの少なく
とも１つ」に類似の慣例表現が使用されている事例では、通常、そのような構文は、当業
者がその慣例表現を理解するであろう意味で意図されている（たとえば、「Ａ、Ｂ、およ
びＣの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢを共
に、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ、およびＣを共に、
などを有するシステムを含むが、それに限定されない）。「Ａ、Ｂ、またはＣ、などの少
なくとも１つ」に類似の慣例表現が使用されている事例では、通常、そのような構文は、
当業者がその慣例表現を理解するであろう意味で意図されている（たとえば、「Ａ、Ｂ、
またはＣの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ
を共に、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ、およびＣを共
に、などを有するシステムを含むが、それに限定されない）。２つ以上の代替用語を提示
する事実上いかなる離接する語および／または句も、明細書、特許請求の範囲、または図
面のどこにあっても、当該用語の一方（ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍｓ）、当該用語
のいずれか（ｅｉｔｈｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍｓ）、または両方の用語（ｂｏｔｈ
　ｔｅｒｍｓ）を含む可能性を企図すると理解されるべきであることが、当業者にはさら
に理解されよう。たとえば、句「ＡまたはＢ」は、「Ａ」または「Ｂ」あるいは「Ａおよ
びＢ」の可能性を含むことが理解されよう。
【００４２】
　さらに、本開示の特色または態様をマーカッシュグループの観点から記述している場合
、本開示が、それによりマーカッシュグループの任意の個別構成員または構成員サブグル
ープの観点からも記述されていることを当業者は認識されよう。
【００４３】
　当業者であれば理解されようが、書面で説明する観点などのありとあらゆる目的のため
に、本明細書に開示する全ての範囲は、考え得るありとあらゆるその部分範囲および部分
範囲の組合せも包含する。任意の列挙した範囲は、同じその範囲が、少なくとも２等分、
３等分、４等分、５等分、１０等分等に分割されることを十分に表現し、そのように分割
されることを可能にすると容易に認識することができる。非限定例として、本明細書にお
いて論じている各範囲は、下部３分の１、中部３分の１、上部３分の１等に容易に分割す
ることができる。やはり当業者に理解されるように、「最大で」、「少なくとも」、「よ
り大きい」、「より小さい」などの全ての言語は、列挙した数字を含み、上で論じたよう
に後に部分範囲に分割することができる範囲を示している。最後に、当業者に理解される
ように、各範囲は個々のメンバーを含む。したがって、たとえば、１～３個の細胞を有す
る群は、１、２、または３個の細胞を有する群を示している。同様に、１～５個の細胞を
有する群は、１、２、３、４、または５個の細胞を有する群を示している、といったもの
である。
【００４４】
　本明細書においてさまざまな態様および実施形態を開示してきたが、他の態様および実
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施形態が当業者には明らかとなろう。本明細書に開示のさまざまな態様および実施形態は
例示を目的としたものであり、限定することを意図したものではなく、真の範囲および精
神は以下の特許請求の範囲により示している。
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